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昨
日
の
常
識
は
今
日
の
非
常
識 

少
し
前
ま
で
、
常
識
だ
と
思
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
非
常
識
と
い
う
こ
と
は
よ
く
あ

り
ま
す
。
「
た
ば
こ
」
に
関
す
る
常
識
は

平
成
を
通
じ
て
大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
の

一
つ
で
す
。
昭
和
の
頃
ま
で
は
、
受
動
喫

煙
の
害
が
余
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

為
、
公
共
の
場
で
喫
煙
者
と
非
喫
煙
者
が

同
席
す
る
の
は
常
識
で
し
た
。
当
時
は
、

医
療
関
係
者
の
喫
煙
率
も
高
く
、
医
局
や

看
護
師
の
休
憩
室
で
も
普
通
に
喫
煙
し
て

い
ま
し
た
。 

ま
た
、
長
谷
川
町
子
さ
ん
の
「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
原
作
を
見
る
と
カ
ツ
オ
達
子
供
の

前
で
、
波
平
や
マ
ス
オ
が
「
た
ば
こ
」
を

吸
っ
て
い
る
シ
ー
ン
が
日
常
的
行
為
の
よ

う
に
出
て
き
て
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。 

常
識
が
変
わ
る
の
は
医
療
や
健
康
に
関

す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

例
え
ま
す
と
、
五
十
年
く
ら
い
前
は
「
夏

に
日
焼
け
を
す
る
と
冬
に
風
邪
を
引
か
な

い
」
な
ど
と
言
っ
て
、
子
供
は
夏
の
日
焼

け
が
む
し
ろ
健
康
の
証
の
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
今
は
、
紫
外
線
の
害
が
強

調
さ
れ
て
、
子
供
も
日
焼
け
止
め
を
使
っ

た
り
し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
日
光
を
避
け
過
ぎ
る
と
「
く

る
病
」
に
な
る
危
険
が
あ
り
、 

実
際
そ
の
よ
う
な
例
も
あ 

る
よ
う
で
す
。 

水
分
の
補
給
に
関
し
て
も
、
「
運
動
中
は

水
を
飲
む
と
へ
ば
る
か
ら
飲
む
な
」
と
い
う

の
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
は
、
運
動
中
で
も

適
度
に
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
は
常
識
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

 

放
射
線
を
発
見
し
た
キ
ュ
リ
ー
夫
人
は
、

放
射
線
を
浴
び
続
け
た
為
に
、
白
血
病
に
な

っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
放
射
線
が
人
体
に

害
が
あ
る
こ
と
を
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
為
で

す
。 ま

た
、
似
た
よ
う
な
こ
と
が
「
ウ
イ
ル
ス

性
肝
炎
」
に
も
あ
り
ま
し
た
。
血
液
や
体
液

を
介
し
て
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
が
伝
染
す
る
こ

と
が
判
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
予
防
接
種

の
際
に
同
じ
注
射
針
を
何
人
も
の
人
に
使
用

し
た
こ
と
で
、
後
に
肝
炎
に
罹
っ
て
し
ま
う

人
が
い
ま
し
た
。 

「
消
毒
」
の
考
え
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。

か
つ
て
は
、
「
傷
口
は
消
毒
」
と
い
う
の
が

常
識
で
、
外
科
の
病
棟
で
は
、
毎
日
、
手
術

の
傷
を
消
毒
し
て
ガ
ー
ゼ
交
換
す
る
こ
と
が

仕
事
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

今
は
、
消
毒
は
創
傷
治
癒
を
妨
げ
る
と
さ
れ
、

通
常
の
怪
我
で
も
、
傷
口
が
汚
染
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
消
毒
は
奨
励
さ
れ
ま
せ
ん
。 

も
っ
と
も
、
以
前
は
「
消
毒
」
が
発
明
さ

れ
て
、
大
き
な
常
識
の
転
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

結
核
予
防
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
小
学
生
は
、
毎
年
「
ツ
反
」
を
行
い
、

陰
性
の
子
供
は
、
免
疫
を
つ
け
る
た
め
に
「
Ｂ

Ｃ
Ｇ
」
を
接
種
し
ま
し
た
。
「
陽
転
」
す
る

ま
で
毎
年
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」
を
注
射
さ
れ
、
「
陽

転
」
し
た
年
は
プ
ー
ル
に
入
ら
な
い
ほ
う
が

よ
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
今
で
は
、
「
Ｂ
Ｃ

Ｇ
」
を
繰
り
返
し
接
種
す
る
こ
と
は
無
意
味

と
さ
れ
、
乳
児
の
重
症
結
核
の
予
防
の
た
め

に
一
度
だ
け
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」
を
接
種
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
」
に
よ
る
免
疫
は

約
十
年
間
で
、
効
果
が
終
わ
る
こ
と
が
判
っ

て
い
ま
す
。
実
は
、
日
本
は
先
進
諸
国
の
中

で
未
だ
に
結
核
の
発
生
率
が
高
い
国
で
あ

り
、
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
世
界
で
は
、
マ
ス

ク
に
関
す
る
常
識
も
変
わ
り
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
以
前
か
ら
色
々
な
理
由
に
よ
り
日
常

令和３年 11 月 30 日に、養護教諭向け精神保健セミナ－を開催しま

した。養護教諭向けの研修会は、平成 30 年度に引き続き、３回目の開

催となりました。 

今回はテーマとして「摂食障害」を取り上げ、工藤医長は「摂食障害につ

いて」、佐藤主査は「摂食障害に関する学校と医療のより良い連携のため

の対応指針 小学校版」の説明と「緑ヶ丘病院における栄養指導の実際」

と題して、研修会を開催し28名の参加がありました。当院の工藤医長、佐

藤主査による講演後は、参加者の方々と事例検討を通じた意見交換を行

い、理解を深めました。 

参加された方からは、「摂食障害について専門的な先生方から研修を受

けるのは今回が初めてで、大変勉強になりました。」「医師・管理栄養士の

それぞれの立場から専門的知識と事例を聞くことができ、あらためて子どもた

ちの育ちをしっかり見守りたいと思います」等の意見が寄せられました。学童

期及び青年期に発症した摂食障害は、心身に与える影響が非常に大き

く、その後の発達に重大な影響が生じる可能性も少なくないことから、早期

の発見と適切な治療が必要不可欠となっています。摂食障害に限らず、児

童思春期外来を開設する当院と教育現場との連携は重要であり、今後も

連携強化に向けた取り組みを続けていきたいと考えています。 

 

生
活
で
マ
ス
ク
を
使
用
す
る
人
が
い
ま
し
た

が
、
世
界
の
多
く
の
国
で
は
、
マ
ス
ク
姿
で

外
を
出
歩
く
こ
と
は
「
非
常
識
」
と
さ
れ
、

「
怪
し
い
人
物
」
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
止

め
た
方
が
よ
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
皆
様
は
、
今
の
常
識
に
疑
問
を

持
つ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

私
が
密
か
に
思
っ
て
い
る
の
は
「
よ
く
噛

ん
で
食
べ
る
」
と
い
う
常
識
に
つ
い
て
で
す
。

も
ち
ろ
ん
丸
呑
み
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
無
理

な
く
飲
み
込
め
る
程
度
に
咀
嚼
す
れ
ば
よ
い

こ
と
で
、
そ
れ
以
上
に
噛
む
こ
と
が
健
康
に

よ
い
こ
と
な
の
か
を
考
え
た
と
き
に
、
歯
を

使
う
ほ
ど
歯
や
、
そ
の
周
囲
の
組
織
は
ダ
メ

ー
ジ
を
受
け
る
の
で
、
歯
の
こ
と
も
考
え
れ

ば
、
「
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
」
で
は
な
く
「
適

度
に
噛
ん
で
食
べ
る
」
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

  

第 1回養護教諭向け精神保健セミナ－

を開催しました 
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受診のご予約について 

当院の受診は予約制となっております。  

受診の際は、電話でご予約をお願いいたします。  

連  絡  先   0155-42-3377（代表） 

新規の患者さま    9:00 ～ 16:30 

再診・予約時間変更 15:00 ～ 17:00 

 

「アルコ－ル手指消毒薬」  正しく使って、しっかり消毒しましょう！！ 

新型コロナウィルスの感染拡大とともに、消毒薬やマスクなどの全国的な不足がニュ－スになりました。当院では、手指 

消毒薬としてアルコ－ルジェル製剤を使用していますが、一時期は供給が安定しない状態が続いていました。大切な医 

療資源を効果的に使っていただく為に、今回はアルコ－ル手指消毒薬の適切な使用法について再確認していただけたら 

と思います。 

《アルコ－ル手指消毒薬の使用にあたっての３つのポイント》 

１ 目に見える汚れがある場合、石けん・流水にて手洗いを。 

汚れが残っているとアルコ－ル消毒薬の効果が弱くなってしまう可能性があります。 

２ 手指全体に行き渡るよう、適切な量で手指消毒を。 

それぞれの製品により異なりますが、ポンプ式の場合、しっかり最後まで押し切り、必要回数プッシュしてください。よく

お店の入り口などに消毒薬が設置されていますが、半プッシュでササッと、あるいは、ちょい押しで指先のみ消毒という

光景をみかけます。せっかく消毒する習慣が身についているので、適切な量で手指全体に行き渡るようにしましょう。 

３ 指先から手首まで、まんべんなくすり込みましょう。 

過度に強くすり込む必要はありませんので、消毒薬が乾くまですり込みましょう。(適切な量、手順で行うと 15～30秒く

らいです) 

   一般的な手順は次のとおりになりますが、製品に記載があればそのとおりにご使用ください。 

(1) 手のひらに適量の消毒薬を取ります。 

(2) 指先に消毒薬をすり込みます。（爪の間、爪の周りを意識的に） 

(3) 手のひら、手の甲にすり込みます。 

(4) 指を組み、指の間にもすり込みます。親指は手のひらで包み、ねじるように。 

(5) 手首も忘れずにすり込みます。 

 

皆さんの感染対策（手指消毒、ワクチン接種、自粛等）により、国内の新型コロナ感染者数はピークに比べると減少傾向に

ありますが、新たな変異株の出現など、まだまだ感染予防が必要な状況は続くと思われます。新型コロナに限らずインフル

エンザ、その他感染症から身を守ることで、周りの人たちを守ることにもつながりますので、しっかりと感染予防を続けてい

きましょう。 

                                                      （専門員  辻 良介） 

 

 

お世話になりました。 

  令和 3年 3月で当院から転出・退職した職員をお知らせいたします。 

 在任中は患者さまをはじめ、関係者の皆様には大変お世話になりま 

した。この場を借りてお礼申し上げます。 

【転出】  事務長          田中 研伸 

主査            斎藤 秀哉 

専門主任         白戸 義博 

主事            松山 亮吾 

【退職】  医長            正木 慎也 

 指導主任看護師    水口 有美恵 

主任看護師         増田 由香 

専門主任         白石 法子 

主任准看護師     小川 佐智子 

よろしくお願いします。 

令和 3年４月から、新たに当院で働くことになった職員です。 

今後ともよろしくお願いいたします。 

【転入】  事務長          瀬下 充孝 

主幹           土肥 拓真 

主査           石井 紀行 

【採用】  指導主任精神      新明 智予 

保健福祉士       小山 明広 

主任看護師       杉田 小百合 


